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抄録 ：成長期の 児童 に
一

定期間の ガ ム 咀嚼 トレ
ー

ニ ン グ

を行 うこ とに よっ て，咬合力 お よび 口 唇閉鎖力の 向上，

ならびに 咀嚼パ ターン に 変化を生 じ る こ とが 報告 されて

い る．本研究は，成長期 の 児童に対する硬性ガ ム 咀嚼 ト

レ ーニ ン グが 咀嚼運 動 の 変化，上下 顎 第
一

大 臼歯 の 近 心

頬側咬頭間幅径 ， 頬舌的歯軸傾斜角お よび上顎第
一
大臼

歯 口蓋幅径の 成長変化 に与 え る影響 に つ い て 調査した．

被験者 は千葉 日本大学第
一

小 学校の 44名 （男 児 23名，

女児 21名）で Hellmanの 歯齢 IIIB〜HIC の 児童 （平均年

齢 11．2±0，29歳）で あ る．

　被験者 に は 咀嚼 トレ
ー

ニ ン グとして 1 日2回朝夕食後の

10分間， 硬［生ガ ム （DAY−UP オーラル ガ ム くか む トレー

ニ ン グ〉，（株）LION，東京）を噛む こ とを指導 した．ト

レ
ーニ ン グ期 間は 3 か 月間 とし，その 後 3 か月間の 経過観

察を行っ た，咀嚼トレーニ ン グ開始前 （T1）と経過観察

終了時 （T2）に 印象採得および顎機能検査を行 い ，計測

を行っ た．また，T1 の 顎機能検査 に お い て，咀嚼経路幅

が平均値 よ り広い もの を Wide　grrMiP（W 群），狭 い もの を

  w 興 雌 〉 とし，両群の 変化量の 嫩 を行 っ た，

　その 結果，T1 とT2 の 比較で は，咀嚼経路幅が 有意 に

増加 し，グライ ン デ ィ ン グタイ プ咀 嚼 へ の 変化が み られ，

上 下顎第
一

大臼 歯近心頬側咬頭間幅径，下顎第
一

大臼歯

頬舌的歯軸傾斜角ならびに上顎第
一

大臼歯口蓋幅径が有

意 に 変化 した．また W 群 とN 群の T2 に お ける変化量

の 比較で は，上下顎第
一

大 臼歯間幅径，上顎第一
大臼歯

口 蓋幅径 お よび下顎第
一

大臼歯頬舌的歯軸傾斜角に お い

て，N 群 は W 群より有意に 増加した．

　以 上の結果 か ら，硬性ガ ム を使用 した 咀嚼トレ
ー

ニ ン

グは，グライ ン デ ィ ン グタイ プ咀嚼 を誘導 し，上 下顎 第

一大 臼 歯植立 に 影響 を与 え，歯列幅径が増加 す る こ とが

認め られた，

　　　 （Orthod　Waves−Jpn　Ed　2010；69（3＞：156− 162）

Influence　of　masticatory 　exercises 　using 　hard
chewilg 　gtmi　on 　chewing 　pattern　and 　first　molar

　 　 　 　 　 　 　 of 　mixed 　dentition

Abstract：Masticatory　exercise 　for　a　set　period　of　time　im・

proves　maximum 　bite　force　and 　labial−closure 　strength 　and

changes 　masticatory 　patterns．　The　purpose　of　this　study 　was 　to

investigate　the　ef［ects　of　masticatory 　exercise 　with 　hard　chewing
gum 　in　children 　in　the　grewing　period　on 　the　ehange 　i1　masticato ．
ry　movement

，
　and 　the　growth　changes 　of　dental　arch 　width 　of　the

upper 　and 　lower五rst　molars ，　bucco−lingual　inclinatiQn，　and 　the

pa捻tal　width 　of　the　maxillary 　f廿st　molals ．　 The　subjects　were　44

s加 dents（average 　age ，112士0．29　years）Qf　Chiba　Nihon　Daigaku
Daiichi　Primary　schoD1（23　bQys　and 　21　girls）of　Hellman　dental
developmental　stage 　I皿B　to皿 C．
The　subjects 　were 　instructed　to　chew 　hard　gum （DAY −UP　ORA 工

GUM ＜ Kamu　Training＞，LION　Corporation，］r（）kyo）for　10　min −

utes　twice　daily，　after　breakfast　and 　dinner　as　masticatory 　exer −
cise．　The　training　period　was 　set　as　3　months ，　followed　by　a
3− month 　observation 　period．　We 　conducted 　impression　taking
and 　jaw　function　examination 　and 　subsequently 　measured 　before
the　masticatory 　exercise （T1）and 　after 　the　follow−up （T2）．　 In
addition，　in　the　jaw　fUnCtion　examinatien 。f　T1，  sticatory　path
width 　wider 　than　the　average 　value 　was 　set　as　wide 　group （W

group ），and 　the　narrQwer 　as　narrow 　group（N 　group）；we 　oom −

pared　the　change　volume 　in　these　two　grr）ups ．　In　the　comparison
of　TI　and 　T2，　the　masticatory 　path　w 正dth　significantly　increased
and 　changed 　into　grinding−type　mastication 　and 　also　dental　arch
width 　of　the　upper 　and 　rower　f壮st　molars ，　the　bucco−lingual　in・
clination　of　the　mandibular 　first　molars ，　and 　the　palata1　width 　of

the　maxillary 血：st　molars 　changed 　significantly．　Furthermore，　the
dental　arch 　width 　of　the　upper 　and 　tower　first　molars ，　the　palatal
width 　of　the　maxillary 　first　rnolars，　and　the　bucco−lingual　incli・
nation 　of　the　mandibular 　first　molars 　more 　significantly　increased
in　N　group　than　W 　group．　ln　conclusion ，　it　was 　demonstrated　that

masticatory 　exercise 　 using 　hard 　gum 　leads　to　grinding−type

mastication ，　gives　impact　on　growth 　of　the　upper 　and 　IQwer丘rst

molars
，
　and 　increases　dentition　w 圭dth．

　　　 （Orthod　Waves−」pn　Ed　2010 ；69（3）： 156＿162）
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表 1　 被験食品の 物性

測 定値　　か た さ （kgf）　 凝 集性 弾力性 ガ ム 性 咀嚼性

硬性 ガ ム 2．765 0911 3，356 2．520 8．474

通常ガ ム 2．445 1．220 3．071 2．021 6．456

（文Wt　17よ り引用）

緒 言

　近年の 児童の 体位は 30年前 と比較する と著 し く向

上 して い る
1’2）

が，運動能力 は 低下 して い る
3）
，歯科領

域におい て も， 軟食化の 影響により咀嚼能力 の低下が

指摘されて い る
4−7｝

．これ は，市販され て い る食品 ま

たは 家庭内で 調理 され て い る料理 の 軟食化 など， 現代

日本人の食生活の変化が原因と い わ れ て お り
4〕
，そ の

結果，下顎骨の 成長不足や歯列幅の 狭窄に よる不正咬

合が増加して い る
8 −13）

．一方，咬合力が強 くグライ ン

デ ィ ン グタイプ咀嚼をして い るもの は下顎第
一

大臼歯

の 頬側へ の 植立変化に より下顎歯列幅が増大する可能

性が ある
14〕

とい う報告が あり，グライン ディ ン グタ

イプの 咀嚼運動を示す食品として ， 硬性ガ ム の 有効性

が 示唆され て い る
15）
．なお，先行研究

16 ）
に お い て，テ

クス チ ャ パ ラメ
ー

タ
ー

として の 硬 さおよび咀嚼性 の 高

い もの と定義され て い る （表 1）
17）
．

　こ の ような背景か ら，硬性ガ ム 咀嚼 トレーニ ン グの

効果に つ い て根岸 ら
1ω

は，咬合力お よび 口唇閉鎖力

の 向上ならびに 咀嚼パ タ
ー

ン の グライ ン ディ ン グタイ

プへ の変化が み られ た と述べ て い る，この よ うな硬性

ガ ム 咀嚼 トレ
ー

ニ ン グと咀嚼機能 の変化に着 目した報

告
18−20）

は散見され るもの の，咀嚼 トレーニ ン グと歯列

弓の 形態変化の 関連 に つ い て 調査 した研究 は 少ない ．

　そ こ で
， 本研究で は

， 硬性ガ ム 咀 嚼 トレ
ーニ ン グ を

行 っ た児童 の トレーニ ン グ開始前 と経過観察終了時に

咀嚼パ タ
ー

ン の 評価 として咀嚼経路幅を， さらに歯列

弓の 評価 として 上下顎第
一

大臼歯の近心頬側咬頭間幅

径 ， 頬舌的歯軸傾斜角ならび に第
一

大 臼歯 口 蓋幅径を

計測 し，硬性ガ ム 咀嚼 ト レーニ ン グが第一大臼歯植立

に与え る効果に つ い て検討した．

資料お よび方法

1，被験者

　被験者は 千葉日本大学第
一

小学校の 44名 （男児 23

名 ， 女児 21 名）の 混合歯列期 （Hellman の 歯齢 IIIB〜

IIIC）の 児童 （平均年齢 11．2± 0．29歳）と した． トレ

ーニ ン グ期間は 3か月間 とし， その後 3か月間 の 経過

観察期間を設け た．

　選定条件 は 臨床所見 に お い て 歯周組織 顎関節，咀

嚼筋群 お よ び顎運動等 に 特記すべ き異常を認 め な い こ

と，反対咬合ならびに，二 態咬合が ない 児童と し，さ

らに トレ
ー

ニ ン グ期間中に上下第
一

乳臼歯の脱落を認

め ない もの と した．なお，本調査は 日本大学松戸歯学

部倫理委員会 の 承認 を受 け て い る．

工L 咀嚼 トレ
ーニ ング用 ガム

　被験 食品 と して，硬性 ガ ム （DAY −UP オ
ー

ラル ガ

ム 〈か む トレーニ ン グ〉， （株）LION，東京）を利用

した．硬 さ は 2．765kgf，凝集性 は 0．911，弾力性は

3．3SC，ガ ム性は 2．520お よび咀嚼性は 8．474で あ る
】7〕
，

なお，通常ガ ム （MEDISH −C，（株）LION，東京）の

物性 も表 1 に記載する．

皿 咀嚼 トレ
ー

ニ ン グ方法

　児童と保護者に，左右咀嚼側の 偏 りが均等化するよ

う
「
右側 で 10回噛んだ後，左側で 10回噛む」，

「
口唇

を閉じて 噛む」 などを咀嚼トレ
ーニ ン グ開始前 に 指導

し，1 日 2回朝夕食後の 10分間の咀嚼 トレーニ ン グ

を行 っ た．トレーニ ン グ期間は 3 か月間で その後 3か

月間の 経過観察期間を設けた．また
， トレーニ ン グを

行 っ て い る児童に対し，1 か月後に指示の 理解度お よ

び達成度の確認を行 っ た．

IV．計測項 目

　1．咀嚼運動

　咀嚼運動の計測に は光学式モ ーシ ョ ン キ ャ プチ ャ
ー

を応用 した簡易型顎運動計測器 （Diginatho，（株）ラ

イズ，宮城）を用 い た．被験者の 鼻尖部お よび軟組織

メ ン トン に直径 5mm の マ ーカーを取 り付け， 頭部を

固定せ ずに リラ ッ クス した状態で フラン クフル ト平面

が床と水平に な る ように椅子に座 らせた後，主咀嚼側

に お い て 30秒間の ガ ム咀嚼を行わせ た ．

　咀嚼経路 幅の分析は，中條 ら
21｝

を参考に 咀嚼開始

後第 5ス トn 一
クから第 14ス トロ

ー
クまで の 計 10ス

トロ
ー

クを対象 と して付属の ソフ トを用い て分析を行

っ た．図 1に 示す平均咀嚼経路の分割点 に つ い て，便

宜的 に 咬頭嵌合位を Level　O， 最大開 口 位 を Level　10 と

定め て，Level　1か らLevel　9 に それ ぞれ相当する開口

路か ら閉 口 路まで の 距離を求めて ，それらの 平均値 を

前頭面 に お け る咀嚼経路幅 とした．

　 また，咀嚼 ト レ
ーニ ン グ開始前 （以下，Tl）に お

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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　　　　　 図 1　咀嚼経路幅の計測

　　　　　　　　 　　　　　 （文献 21 よ り引用）

咀嚼経路 の 分割点に つ い て，便宜的 に 咬頭嵌合位 を

level　O，最大開口 位をlevel　10 と定め て，　 level　1か

ら level　9 に それ ぞれ相当する開ロ 路か ら閉ロ 路 まで の

距離を求め，それ らの 平均値 を咀嚼経路幅とした，

い て，咀嚼経路幅の平均値よ り広 い もの を wide 　group

（21 名 ： 男児 10名 ， 女 児 11名．以下 ， W 群），狭 い

もの を narrow 　group （23名 ： 男児 13名，女児 10名．

以下，N 群）とし，両群 の 6 か月間の変化量の比較を

行っ た．

　2．口 腔歯列模型計測

　T1， 経過観察終 了時 （以下 ，
　 T2）に採得 した上下

顎口腔歯列模型 で ，上下顎第
一
大臼歯近心頬側咬頭間

幅径 （以下，上下顎第一大臼歯間幅径）および上顎第
一
大臼歯口蓋幅径 （以下 ，

口蓋幅径）を電子デジ タル

ノ ギス （  一CAL，ミ ッ トヨ ，神奈川，最小メ モ リ

0．01   ）を用 い て 計測 した （図 2）．口蓋幅径は鮪

第
一

大臼歯舌面溝直下の 歯頚部最深点間距離と した ．

　上下顎第一
大 臼歯頬舌的歯軸傾斜角 の 計測 に は，高

精度三次元デジタイザー （Mi〔TO 　Saribe， 日本 バ イナリ

ー
， 東京）を用い て計測点を設定 し，得 られ た デー

タ

を 3D／CAD 解析 ソ フ ト （KEY 　CREATOR　Version7．03，
ク ボテ ッ ク，大阪）に て 計測 した．高精度 三 次元デジ

タイザーに て計測点を設定す る際 歯列模型は動か な

い よう固定した
22）
．基準平面は ， 中切歯間乳頭頂お よ

び左右第二 小臼歯と第
一

大臼歯の 歯間乳頭頂の 3 点を

通る平面 と し，左右側の 第二 小臼歯 と第一
大 臼歯 の歯

間乳頭頂を通る直線を X 軸 ， 基準平面上で それ に 直

行する直線を Y 軸 ， また基準平面に直行する直線をZ

軸とした．計測部位は，第一
大臼歯の 頬面側 の 溝か ら

咬合面の 頬面溝へ の移行点と舌側面の溝か ら咬合面の

舌面溝へ の 移行点 の 2 点を通る直線が Z 軸となす角を

歯軸傾斜角とした （図 3）．

V ，統計方法

　咀嚼経路幅お よび口腔歯列模型 の T1 と T2におけ

る各計測値 の 比較 を Wilcoxon　testに よ る有意差検定を

　　　　　　　 図 2 計測項目

A ：第
一大 臼歯近 心 頬側咬頭間幅径 ，

B ：第
一

大臼歯

口 蓋幅径

用い て行い，そ れ ぞれ の危険率を有意水準 5％ お よび

1％以下 とした．

VI．測定誤差

　計測 は最初に計測 した日か ら 1か月後 に 2回 目の 計

測を行い ，同
一
標本の項目ごとに 1回目と2回目の 計

測値を求め
， paired　t−testを用 い て検定を行 い ，　 Dah1・

bergの double　determination　method23
）
に よ り， 総分 散

に対す る誤差分散の百分率 （error ％）を求め た．その

結果，最大誤差は距離計測 で は 0，87mm ，角度計測 で

は 0．28°

以下 とな り有意差 はみ られなか っ た．Error％

は い ずれも 0．06−1．91％ 以下で あ っ た．

結 果

L 咀嚼運動の計測 （表 2＞

　咀嚼経路幅は T2 が T1 よ り有意に増加し た．　 W 群

に おい て は T1 と T2で 差 はみ られな い が，　 N 群で は

T2 が T1 よ り有意に増加 を示 した．また
，
　 W 群 とN

群の比較で は，T1 に お い て は W 群が有意に大きい が
，

T2 で は両群間 に 有意 な差 は認 められなか っ た．

II．口 腔歯列模型 の 計測 （表 3）

　上下顎第
一
大臼歯間幅径は T2 が T1 より有意 に大 き

か っ た．下顎第
一・
大臼歯頬舌的歯軸傾斜角は T2 が T1

より有意に小さく，歯軸は直立方向に変化 した．さら

に，匚1蓋幅径は T2 が T1 より有意に大きか っ た．また，

W 群 と N 群 の T2 に おける変化量の比較で は，上下顎

第一大臼歯間幅径，口蓋幅径および下顎第一
大臼歯歯

軸 に お い て，N 群は W 群より有意に増加した （図 4）．

考 察

咀嚼能力の 向上を図 る咀嚼 トレ
ー

ニ ン グとして ，下

N 工工
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　　　　　　　　　　　　図 3　第
一

大臼歯頬舌的歯軸傾斜角

上下 顎第
一大 臼歯 の 頬側面 の 溝 か ら咬合 面の 頬面溝へ の 移行点 と舌側面の 溝 か ら咬合面の

舌面溝へ の 移行点の 2 点を通 る 直線が Z 軸となす角度

表 2　トレーニ ン グ開始前 （T1）お よ び経過観察終了時 （T2）に お け る咀嚼経路幅の 比較

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（mm ）

T1 T2 Wilcexon　test

全被験者

　　　 （n ‘44）
0．88± 0．56 2．35± 1．81

承

W 群

（n＝21）
207± 088

N 群
0．52± 0．21

2．29± 0．60

＊ ＊

2，41± 0．63

NS

（n ＝23）

NS
＊ ＊

＊　 　 　 　 　 ホ ＊

　：p＜ O．05，　　 ：p〈 O．Ol，　 NS ： not 　significant

W 群 ：wide 　group
N 群 ： narrow 　group

　　 表 3　トレ
ー

ニ ン グ開始前 （T1） お よび経過観察終了 時 （T2）の模型計測 の比較

T1 T2 Wilcoxon　test

第
一
大臼歯近心頬側咬頭間幅径

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　52，22±2．76
　　　　　　　　　　　 （mm ）

52，84± 3．00
＊

　　　　第一
大臼歯頬舌的歯軸傾斜角

上 顎　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 7．37± 3．41
　　　　　　　　　　　　　　　 （度）

6．86±3ユ2
＊ ＊

第一大 臼歯口蓋幅径
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 37．39±2，72
　 　 　 　 　 　 　 　 　 （mm ）

39．99±3．27
牢 零

下顎

第
一
大 臼歯近 心頬側咬頭間幅径

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　44．54±3，31
　　　　　　　　　　　 （mm ）

45．07±2．80

第一大臼歯頬舌的歯軸傾斜角
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 14．93士2．95
　　　　　　　　　　　 （度）

12．86±2．65
串 ＊

　 　 　 　 ホ ホ

；
茎〕＜0，05，　　　：p〈0，01
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一

大 臼歯　　　　下顎 策
一
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近心頬 側咬頭 間幅径　　近 心頬側咬頭間幅径
　 　 　 　 　 〔mm 〕　　　　　　　　　　　　　 〔mm 〕

　 　 　 　 （度｝　　　　　　　　　　 （度）
上顎第

一
大 臼歯　　　 下顎策

一
大臼歯

頬舌的歯 軸傾斜 角　 　 頬舌的歯 軸傾斜 角

口 lW 群（wide 　group　）

圜 ；N群 （narrow 　group）

上顎第
一

大臼 歯

　 ロ蓋 幅径
　 　 　 　 〔mm 〕

」
　

　

　

零

0

一1

一2

一3

一4

（度 ）

図 4　トレ
ーニ ン グ開始前 （T1），経過観察終了時 （T2）間に お けるW 群，　 N 群 の 変化量の 比較

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ぽ ＊

　　　　　　　　　　　　　　 ：pく 0．05，　　 ：p〈 0．01

顎骨 の 単調な開閉 口 運動 は 咀嚼パ タ
ー

ン の変化や咀嚼

に関与する筋肉の活動を促すこ とは難しい が ，咀嚼性

の高い 食品は，咀嚼筋 顎骨および歯列 の活動を活性

化 し，咀嚼能力の 向上を目的と した食習慣指導に適し

て い る とい う報告
6’an’25）

が 散見さ れ る．

　咀嚼機能の発達 して い るオ
ー

ス トラリア先住民は歯

列幅が広 くグラ イ ン ディ ン グタイプ咀嚼をして い る
2e〕
．

また，現代日本人 に お い て も咬合力が強 くグラ イ ン デ

ィ ン グタイプ咀嚼をして い る もの は 下顎大臼歯が直立

し，歯列幅が増大する
14｝
，さらに，グライ ン デ ィ ン グ

タイプ咀嚼を示す食品 として ，咀嚼性の高い 硬性ガ ム

が望ま しい と報告して い る
15〕
．グライ ン デ ィ ン グタイ

プ咀嚼を行っ て い るか の判定は，咀嚼経路幅と咀嚼開

閉口路角度の 計測 を行 っ て い るもの が多い が
21）

， 開口

路角度は開口初期で は閉口筋の弛緩に よるもの が 主体

で あ り食品 の 性状が大 きな影響を与 えな い
2ア）

こ とか

ら，本研究で は咀嚼経路幅の み計測 し， グライ ン デ ィ

ン グタイプ咀嚼の判定をした．その結果，咀嚼経路幅

は T2 が T1 よ り有意 に 大 き く，硬性ガ ム トレーニ ン

グに よっ て グライン ディ ン グタイプ咀嚼へ と変化した

こ とが確認され た．また，N 群が T1 か らT2 に お い

て 咀嚼経路幅が有意に 増加 した こ とか ら， トレーニ ン

グに よっ て グ ライ ンディ ン グタ イ プ咀嚼を学習した こ

とが推察され る．なお ， 研究計画で は，トレーニ ン グ

終了直後の資料採得も行う予定で あっ た が
， 当該小学

校の都合 に より資料採得を行うこ とは で きなか っ た．

　上顎歯列弓の 主 な成長は ， 歯軸 の 変化 に よ る もの で

は な く口 蓋 の側方成長に起 因して い る とい う報告が あ

り
23）
，本研究に お い て も， N 群お よび W 群 の変化量

に お い て ，上顎第
一

大臼歯間幅径お よ び 口蓋幅径は有

意な差が認められたが，上顎第一一
大臼歯歯軸 は有意な

差は認め られ なか っ た．桝本 ら
as）

は 上顎大臼歯 の 頬

舌的植立状態 は フ ェ イ シ ャ ル タイプと関連し咬合咀嚼

機能の 影響を受けるが ， 上顎大臼歯歯軸 と歯列幅径に

相関が な く， 前頭面で の 口蓋形態 が ロ ン グ フ ェ イ シ ャ

ル タイ プは尖形，咀嚼機能の強い シ ョ
ー

トフ ェ イ シ ャ

ル タイプの 口蓋形態 は方形 で あると報告して い る．さ

らに，岡野
謝

は 南太平洋地域と 日本人の 歯軸傾斜を

比較 し，咀嚼機能 の 強 い 南太平洋地域の集団の 方が 口

蓋幅径の 側方成長量 が 大 きい と報告 して い る．す なわ

ち ， 活発な咀嚼運動 とグラ イ ン ディ ン グタイプ咀嚼が

上顎正中口蓋縫合に側方へ の成長力を加えた と推察さ

れ る．

　下顎大臼歯部へ の 適度な咬合力は骨密度の増加お よ

び頬側皮質骨の肥厚を認め，下顎大 臼歯は直立す る
襯 ）

と報告され て い る，すなわ ち，グライ ン デ ィ ン グタイ

プ咀嚼で は下顎大臼歯が 直立方向ヘ ア ッ プラ イ トす る

こ とが考えられ，本研究結果にお い て も Tl，
　 T2 に お

い て 頬舌的歯軸傾斜角，第
一
大臼歯間幅径が 有意に増

加を示 した，また ， N 群が W 群 よ りも有意 に増加 を

示 した こ と も 同様 の 効果 か ら と考 え られ る，

　本研究 より， 硬性ガ ム を使用 した咀嚼 トレーニ ン グ

は チ ョ ッ ピ ン グタイプ傾向で ある N 群 におけ る 咀嚼

経路幅を広げ，グラ イ ン ディ ン グタイプ傾向へ と変化

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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し，第
一
大臼歯の直立方向へ の成長変化に 有効 で ある

こ とがわか っ た．

　今後は低学年の 児童に対する より長期的な調査 も行

い ，硬性ガ ム 咀嚼 トレーニ ン グの効果に つ い て検討す

るこ とが必要で あると考えられた．
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部主任部員山本　学様，ラ イ オ ン 株式会社研究開発本
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一
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りご協力 い た だ きました 千葉日本大学第一小学校理事
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